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中学生の美意識に関する問題について、縄文土偶と西洋のヴィーナスを対比的に見る鑑賞

方法によって、鑑賞授業での実践が美意識の有りようを問うレベルまで可能であることが

確認された。作品本来のよさやすばらしさに導かれ、授業の指導法―スケッチ法の導入や

「自分の価値意識をもって批評し合う」ことによって、生徒の美意識が高められ、時代を

超えて世界の美術を幅広く味わえる態度の育成につながることが確かめられた。」 


